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は

じ

め

に

中
井
履
軒
の
暦
法
と
時
法
ー

筆
者
は
先
に
、

中
井
履
軒
の
著
作
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、

彼
の
宇
宙
観
を
明
ら
か
に
し
、
彼
の
天
文
図
の
表
す
も
の
を
解
明

し
た

（
「中
井
履
軒
の
宇
宙
観
ー
そ
の
天
文
関
係
図
を
読
む
」
『
日

本
中
国
学
会
報
』
五
七
号
、
二

0
0
五
）
。
本
稿
で
は
、
彼
の
著
作

に
よ
り
彼
の
暦
法
、
時
法
に
関
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
、
彼
の

『
華
脊
国
暦
』
の
意
味
す
る
も
の
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

中
国
に
「
観
象
授
時
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
「
天
象
を
観
察
し
、

（
人
民
に
）
時
（
暦
）
を
授
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
中
国

で
は
、
新
王
朝
が
ま
ず
す
べ
き
仕
事
は
こ
の

「観
象
授
時
」
ー
新

し
い
暦
を
発
布
す
る
こ
と
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
観
象
授
時
」
と

い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
や
日
本
に
お
い
て
は
、

天
文
学
は
宇
宙
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
は
な
く
、
正
確
な

暦
を
作
る
た
め
に
存
在
し
た
。
独
自
の
宇
宙
親
を
形
成
し
た
履
軒

中
国
研
究
集
刊

為
号

（総
四
十
三
号
）

平
成
十
九
年
六
月
四
一

ー
五
九
頁

そ
の

図
1 『

華
宵
国
暦
』

も
、
暦
法
に
ま
で
説
き
及
ん
で

い
る
。
有
名
な

『
華
音
国
暦
』
が

そ
れ
で
あ
る
（
図
1
)
o

『
葦
膏
国
新
暦
』
冒
頭
（
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
）

を
読
む

湯

城

吉

信
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主
日
為
大
霊

手
曰
為
小
広

しー
ー
，
5

ー
叶
‘

図
2

『
葦
膏
国
歴
書
』
冒
頭
（
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
）

履
軒
の
『
華
脊
国
暦
（
華
習
国
新
暦
）
』
は
純
粋
な
太
陽
暦
を
作

ろ
う
と
し
た
試
み
と
し
て
、
天
文
学
史
（
暦
学
史
）
上
、
つ
と
に

注
目
さ
れ
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
日
本
学
士
院

『
明
治
前
日
本

天
文
学
史
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
九
：
初
版
一
九
六

0
、
二
九
五

頁
）
は
、
履
軒
の
『
華
習
国
暦
』
は
我
が
国
で
最
初
に
独
自
の
純

粋
な
太
陽
暦
を
明
白
か
つ
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て

高
く
評
価
し
て
い
る
。
『
華
背
国
新
暦
』
の
特
徴
に
つ
い
て
、
同
書

で
は
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。

①
立
春
を
歳
旦
と
し
て
い
る
こ
と
。

②
月
陰
の
盈
戻
に
よ
る
大
小
十
二
箇
月
の
代
わ
り
に
、
一
歳
の

四
時
春
夏
秋
冬
の
各
々

に
、
各

々
孟
仲
季
の
三
字
を
冠
し
て
、

あ
た
か
も
従
来
の
十
二
節
月
を
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

③
世
間
に
害
を
な
す
妄
誕
の
類
で
あ
る
暦
注
を
一
切
去
り
最
も

適
切
な
雑
節
の
み
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
。

『
華
習
国
新
暦
』
の
特
徴
は
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
三
つ
に

言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
同
書
で
は
、
そ
の
理
由
を

「竹

山
の
浄
潔
暦
」
を
作
ろ
う
と
し
た
試
み
だ
と
言
う
に
止
ま
り
（
注
1
)
ヽ

履
軒
が
こ
の
よ
う
な
暦
を
作
成
し
た
思
想
的
背
景
の
分
析
は
十
分

に
行
っ
て
い
な
い
。

一
方
、
長
谷
川
一
郎
「
中
井
履
軒
の
華
音
国
暦
に
つ
い
て
」
（
『研

究
集
録
（
大
手
前
女
子
短
大
研
集
）
』
―
一
、
大
手
前
女
子
学
園
、

一
九
九
一
）
で
は
、
履
軒
の
太
陽
暦
は
『
天
経
或
問
』
の
影
響
に
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よ
る
と
言
う
。
こ
の
認
識
は
正
し
い
が
、
長
谷
川
論
文
も
、
履
軒

自
身
の
思
想
に
つ
い
て
関
心
が
向
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う

な
思
想
的
背
景
の
下
に
そ
の
よ
う
な
暦
が
出
て
き
た
の
か
と
い
う

視
点
が
欠
如
し
て
い
る
。
以
上
、
従
来
の
研
究
の
問
題
点
の
一
っ

は
、
自
然
科
学
史
の
視
点
か
ら
の
分
析
に
偏
り
、
履
軒
の
思
想
と

い
う
観
点
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

あ
ら
ま
ほ
し

履
軒
の
暦
は
『
有
間
星
』
所
収
の
『
華
音
国
暦
書
』
（
一
七
八
〇

年
）
（
図
2
)

と
『
華
習
国
新
暦
』
(
-
八

0
一
年
）
（
図
1
)

と
の
二
種

類
が
あ
る
。
先
行
研
究
で
の
も
う
―
つ
の
問
題
点
は
、
こ
れ
ら
二

種
類
の
暦
に
つ
い
て
の
分
析
が
不
十
分
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
履
軒
の
暦
が
二
種
類
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
先

の
日
本
学
士
院
『
明
治
前
日
本
天
文
学
史
』
は
、
『
華
背
国
新
暦
』

を
「
華
音
暦
」
と
呼
び
、
そ
れ
だ
け
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。

一
方
、
長
谷
川
一
郎
は
、
懐
徳
堂
文
庫
復
刻
叢
書
『
華
宵
国
物
語
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

O
)
に
よ
り
『
華
宵
国
暦
書
』
の
存
在

を
知
り
、
両
者
の
違
い
に
着
目
し
つ
つ
も
、
『
華
宵
国
新
暦
』
が
単

純
す
ぎ
る
点
を
考
慮
し
、
草
稿
段
階
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
う
に

止
ま
っ
て
い
る
。

先
行
研
究
の
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
、
天

文
親
、
時
法
（
時
刻
法
）
な
ど
履
軒
の
思
想
全
体
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
彼
の
暦
法
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

主
に
扱
う
資
料
は
、
『
天
経
或
問
離
題
』
「
方
位
辮
」
「
十
二
支

二
十
八
宿
と
は
、
天
の
黄
道
附
近
（
も
と
は
赤
道
附
近
）
に
分

布
す
る
星
座
で
あ
る
。
履
軒
は
、
二
十
八
宿
を
否
定
し
二
十
四
宿

に
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
本
章
で
は
、
こ
の
考

え
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
を
確
認
し
た
い
。
二
十
八
宿
自
体
は

天
文
学
の
範
疇
に
属
す
る
が
、
暦
法
に
関
わ
る
重
要
な
謡
論
だ
か

ら
で
あ
る
。

星
に
は
何
の
意
味
も
認
め
な
い
履
軒
（
注
3
)
は
、
二
十
八
宿
は
人

間
の
都
合
で
制
定
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
た
。
『
天
経
或
問
』
地
巻

「
度
分
宮
舎
」
離
題
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
宮
と
は
十
二
宮
、

舎
と
は
二
十
八
宿
を
言
う
。
舎
と
は
宿
り
の
意
味
で
あ
る
。

「
天
の
度
数
は
決
ま
っ
て
い
る
」
の
に
二
十
八
宿
の
間
の
幅
は

一
律
で
は
な
い
。
（
こ
れ
は
）
思
う
に
、
古
来
、
循
用
し
て
改
め

な
か
っ
た
か
ら
だ
け
で
、
元
々
精
選
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

無
理
な
弁
護
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
も
し
後
世
に
命
名
し
た
の

な
ら
、
き
っ
と
き
ち
ん
と
し
た
数
を
選
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
全
天

第
一
章

二
十
四
宿
説
ー
ニ
十
八
宿
と
十
二
次
と

論
」
（
以
上
二
論
文
は
『
幽
人
先
生
反
古
録
』
所
収
）
『
左
伝
離
題
』

あ
ら
ま
ほ
し

『
書
経
離
題
』
『
履
軒
数
聞
』
『
華
背
国
暦
書
』
（
『
有
間
星
』
所
収
）

『
華
宵
国
新
暦
』
『
論
語
離
題
』
『
史
記
離
題
』
で
あ
る
。
す
べ
て
、

大
阪
大
学
付
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
注
2
)
0

(43) 



を
十
二
宮
に
分
け
て
い
る
の
な
ら
、
十
二
舎
（
宿
）
を
立
て
る

べ
き
で
、
そ
れ
を
分
け
て
二
十
四
舎
（
宿
）
、
さ
ら
に
分
け
て
四

十
八
舎
（
宿
）
に
す
る
と
暦
算
に
便
利
で
は
な
い
か
。
星
は
大

小
が
あ
る
と
言
っ
て
も
不
足
を
心
配
す
る
必
要
は
な
い
（
星
は

見
つ
か
る
）
。
十
二
宮
の
名
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
既
に
見
え
る
。

だ
が
、
や
は
り
二
十
八
宿
よ
り
後
に
出
た
。
だ
か
ら
、
(
+
二
と

二
十
八
と
い
う
数
字
が
）
合
わ
な
い
だ
け
だ
（
注
4
)
0

以
上
の
よ
う
に
、
履
軒
は
二
十
八
宿
の
幅
が
不
規
則
な
こ
と
に

着
目
し
、
ま
た
、
一
方
、
十
二
宮
と
数
が
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、

星
宿
も
十
二
の
倍
数
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、

歴
史
的
に
は
二
十
八
宿
の
後
に
十
二
宮
が
出
現
し
た
と
言
う
。
『
春

秋
左
氏
伝
』
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
襄
公
二
十
八
年
伝

の
「
歳
在
星
紀
而
淫
干
玄
相
（
歳
は
星
紀
に
在
る
に
、
玄
拐
に
淫

す
）
」
な
ど
で
あ
る
（
注
5
)
0

以
下
、
履
軒
説
の
当
否
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

ま
ず
、
二
十
八
宿
は
人
間
が
天
体
の
座
標
と
し
て
黄
道
付
近
か

ら
適
当
な
星
座
を
選
ん
だ
（
設
定
し
た
）
も
の
だ
と
い
う
説
に
つ

い
て
は
議
論
の
余
地
は
な
い
。
中
国
で
は
、
『
漢
書
』
「
律
暦
志
」

以
来
、
二
十
八
宿
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
星
（
距
星
）
を
決
め
、

そ
の
間
を
度
数
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
星
宿
の
位
置
が
表
示
さ

れ
て
い
た
（
注
6
)
o

履
軒
の
木
製
天
図
で
は
、
外
枠
に
目
盛
り
お
よ

び
二
十
八
宿
が
記
さ
れ
、
ま
さ
に
物
差
し
に
な
っ
て
い
る
（
拙
稿

「
中
井
履
軒
の
宇
宙
観
ー
そ
の
天
文
関
係
図
を
読
む
」
参
照
）
。

そ
し
て
、
目
印
で
あ
る
以
上
、
そ
の
幅
が
様
々
な
の
は
不
適
当

だ
と
い
う
履
軒
の
批
判
は
妥
当
な
も
の
だ
と
言
え
る
。
た
だ
、
ニ

十
八
と
い
う
数
字
は
謂
わ
れ
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、

月
が
お
よ
そ
二
十
八
夜
で
諸
星
の
間
を
一
周
す
る
こ
と
に
基
づ
き
、

黄
道
上
に
二
十
八
の
宿
り
を
求
め
た
も
の
と
い
う
の
が
通
説
で
あ

る（注
7
)
0

一
方
、
十
二
宮
(
+
二
次
）
は
、
黄
道
一
周
を
十
二
に
分
け
た

も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
木
星
（
歳
星
）
が
約
十
二
年
で
天
を
一

周
す
る
の
に
基
づ
き
、
そ
の
宿
り
に
従
っ
て
天
体
を
十
二
に
分
け

た
も
の
で
あ
る
が
（
注
8
)
、
後
、
太
陽
や
惑
星
の
位
置
を
表
す
た
め

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
春
秋
左
氏

伝
』
で
は
木
星
の
位
置
を
示
す
の
に
十
二
次
が
使
わ
れ
て
お

り
（
注
9
)
、
『
爾
雅
』
「
釈
天
」
に
も
不
完
全
な
が
ら
十
二
次
が
見
え

る（注
1
0
)
0

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
太
陽
や
惑
星
の
位
置
を
表
す
目
印

に
、
天
球
上
に
二
十
八
宿
と
十
二
次
と
い
う
二
つ
の
目
印
が
存
在

し
た
。
そ
し
て
、
二
十
八
宿
が
不
等
分
法
で
あ
り
、
十
二
次
が
等

分
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
二
十
八
宿
が
自
然
発
生
的
に
出
現

し
、
そ
の
後
に
十
二
次
が
出
現
し
た
と
い
う
の
が
定
説
で
あ

り（注
11)
、
先
に
見
た
履
軒
の
推
測
と
一
致
す
る
。

そ
し
て
、
履
軒
の
言
う
よ
う
に
、
十
二
と
い
う
数
と
二
十
八
と
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い
う
数
は
合
わ
な
い
。
等
分
法
で
あ
る
十
二
次
を
基
準
に
二
十
八

宿
を
二
十
四
宿
に
す
べ
き
だ
と
い
う
履
軒
の
主
張
は
合
理
的
な
も

の
だ
と
言
え
る
（
注
1
2
)
0

一
方
、
「
十
二
支
論
」
で
も
二
十
四
宿
説
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
「
：
・
又
分
為
二
十
四
宿
、
然
後
節
気
皆
可
推
、
是
理
之
当

然
者
（
…
そ
れ
を
分
け
て
二
十
四
宿
に
す
れ
ば
節
気
が
推
測
で
き

る
と
い
う
の
は
、
当
然
の
こ
と
だ
）
」
と
言
う
よ
う
に
、
彼
の
二
十

四
宿
説
は
、
二
十
四
節
気
と
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る（注
13)
。
二
十
四
節
気
と
は
、
太
陰
太
陽
暦
に
お
け
る
暦
と
季
節

と
の
食
い
違
い
を
調
節
し
、
農
業
活
動
の
時
期
を
定
め
る
べ
く
作

ら
れ
た
農
業
暦
で
あ
る
。
一
太
陽
年
を
基
準
と
し
て
、
冬
至
か
ら

始
め
て
二
十
四
等
分
し
て
二
十
四
節
と
し
、
そ
の
二
十
四
節
を
一

ヶ
月
に
二
つ
ず
つ
割
り
当
て
て
初
め
の
方
を
「
節
」
、
後
の
方
を
「
中

（
中
節
）
」
と
呼
ん
だ
。
履
軒
の
二
十
四
宿
説
は
暦
法
も
考
慮
に
入

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
ニ

十
八
宿
は
「
二
十
四
に
定
め
る
べ
き
所
を
、
後
人
が
四
つ
増
や
し

て
二
十
八
に
し
た
」
と
言
い
（
注
14)
、
二
十
八
宿
が
十
二
次
に
先
立

っ
と
す
る
前
説
と
歴
史
的
前
後
関
係
に
お
い
て
矛
盾
を
生
じ
て
い

る。
な
お
、
中
国
で
は
古
来
、
一
十
八
宿
を
四
つ
に
分
か
ち
、

朱
雀
、
白
虎
、
玄
武
の
四
獣
に
当
て
は
め
て
い
た
（
注
15)
。
そ
れ
に

対

し

て

、

履

軒

は

『

春

秋

左

氏

伝

』

や

の

離

題

に

お

い

第

十
二
支
に
つ
い
て

て
、
四
獣
七
宿
説
は
秦
漢
の
頃
に
五
行
家
が
始
め
た
も
の
だ
と
し

て
否
定
し
て
い
る
（
注
16)
。
履
軒
は
、
四
神
（
四
陣
）
（
二
十
八
宿
の

各
七
宿
を
蒼
龍
、
朱
雀
、
白
虎
、
玄
武
に
当
て
は
め
る
こ
と
）
が

後
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
進
ん
で
、
二
十
八
宿
自
体

後
世
の
も
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

履
軒
の
二
十
四
宿
説
は
『
天
経
或
問
』
図
巻
「
南
極
至
赤
道
圏

中
分
―
半
見
界
総
星
図
」
に
も
見
え
る
。
そ
こ
で
は
、
否
定
の
理

由
と
し
て
「
西
洋
の
俗
法
だ
か
ら
」
と
言
い
つ
つ
、
一
方
「
西
洋

に
は
な
く
、
中
国
の
天
文
家
の
説
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い

る（注
17)°

履
軒
の
論
は
、
歴
史
認
識
か
ら
帰
納
的
に
合
理
性
を
導

き
出
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
合
理
性
の
追
究
か
ら
演
繹
的
に
歴
史

評
価
を
与
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
前
近
代
の
中
国
・
日
本
に
お
い
て
、
十
二
支

は
、
暦
法
・
時
法
・
方
位
す
べ
て
に
使
わ
れ
た
、
中
国
の
制
度
の

核
心
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
十
二
支
に
つ
い
て
、
履
軒

は
「
十
二
支
論
」
と
い
う
論
文
を
書
い
て
い
る
。
基
本
的
に
注
釈

家
で
あ
る
履
軒
は
、
経
書
へ
の
書
き
込
み
（
離
題
）
で
自
ら
の
思

想
を
表
明
し
た
。
天
文
暦
学
関
係
に
お
い
て
は
『
天
経
或
問
離
題
』

が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
、
横
溢
し
た
思
想
は
別
に
論
文
に
ま
と
め
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た
。
『
幽
人
先
生
反
古
録
』
（
内
題
「
履
軒
先
生
故
紙
稿
拾
録
」
、

新
田
文
庫
『
履
軒
先
生
遺
稿
雑
集
』
所
収
）
に
収
め
ら
れ
た
「
方

位
辮
」
「
七
胞
論
」
「
十
二
支
論
」
が
そ
れ
で
あ
る
（
注
18)
。
以
下
、

「
十
二
支
論
」
を
中
心
に
履
軒
の
考
え
を
確
認
し
た
い
。
「
十
二
支

論
」
は
、
末
尾
に
あ
る
表
で
「
丙
寅
」
の
年
(
-
八

0
六
年
）
が

例
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
頃
の
作
だ
と
思

わ
れ
る
。

履
軒
の
「
十
二
支
論
」
の
核
心
は
、
十
二
支
の
起
源
は
黄
道
十

二
宮
に
あ
り
、
も
と
も
と
十
二
箇
月
の
名
で
あ
っ
た
と
し
、
方
向

や
時
刻
に
当
て
る
の
を
後
世
の
附
会
だ
と
し
て
退
け
る
こ
と
に
あ

る。

「
十
二
支
論
」
で
は
、
鶉
首
な
ど
の
十
二
次
と
子
丑
寅
な
ど
の

十
二
支
と
を
区
別
し
て
い
る
。
履
軒
は
、
十
二
次
は
天
の
座
標
で

あ
り
、
十
二
支
は
十
二
月
の
本
名
だ
と
言
う
（
注
19)
。
そ
し
て
、
日

を
数
え
る
た
め
の
十
干
と
月
を
数
え
る
た
め
の
十
二
支
を
混
消
す

べ
き
で
は
な
い
と
言
う
（
注
2
0
)
0

そ
の
際
、
履
軒
が
傍
証
と
し
て
挙
げ
る
の
は
『
書
経
』
「
発
典
」

と
『
礼
記
』
「
月
令
篇
」
で
あ
る
（
注
21)
。
そ
の
「
発
典
」
と
「
月
令

篇
」
で
は
、
子
丑
寅
等
の
十
二
支
に
よ
る
月
表
示
は
見
え
な
い
が
、

各
季
節
を
確
認
す
る
も
の
と
し
て
星
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
月
、
二
月
と
い
っ
た
序
数
詞
に
よ
る
月
表
示
で
は
な
く
、

孟
春
、
仲
春
と
い
っ
た
四
季
を
基
準
に
し
た
月
表
示
に
な
っ
て
い

る。
履
軒
の
「
十
二
支
論
」
に
話
を
戻
す
。
「
十
二
支
論
」
冒
頭
に
は
、

十
二
次
と
十
二
支
（
月
）
と
二
十
八
宿
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
が
示
さ

れ
て
い
る
（
注
22)°

冒
頭
の
三
春
の
部
分
だ
け
を
挙
げ
る
と
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。

―
つ
は
鶉
首
で
あ
り
、
寅
月
に
応
じ
、
そ
の
星
は
井
•
鬼
で
あ

る。―
つ
は
鶉
火
で
あ
り
、
卯
月
に
応
じ
、
そ
の
星
は
星
•
張
で
あ

る。―
つ
は
鶉
尾
で
あ
り
、
辰
月
に
応
じ
、
そ
の
星
は
翼
•
診
で
あ

る
。
以
上
三
つ
が
三
春
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
「
鶉
首
」
な
ど
が
十
二
次
で
あ
り
、
「
井
•
鬼
」
な
ど

が
二
十
八
宿
で
あ
る
。
こ
こ
の
十
二
次
と
二
十
八
宿
の
対
応
は
『
爾

雅
』
「
釈
天
」
な
ど
に
見
え
る
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、
特
殊
な
も

の
で
は
な
い
。
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図
3

十
二
次
と
十
二
支
の
対
応

（
荒
木
俊
馬
『
天
文
年
代
学
講
話
』
一
三

0
頁）

履
軒
に
特
徴
的
な
の
は
、
そ
の
十
二
支
へ
の
配
当
で
あ
る
。
一

般
に
十
二
次
と
十
二
支
と
は
図
3
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
対
応
は
斗
建
（
斗
柄
術
）
に
基
づ
く
。
斗
建
と
は
、
北
斗
七

星
の
柄
の
部
分
が
指
す
方
向
を
言
う
。
そ
の
方
向
は
、
同
じ
時
刻

で
見
れ
ば
、
季
節
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
そ
の
方
向
に
よ
り
季
節

を
表
す
の
が
斗
柄
術
で
あ
る
（
注
23)
。
日
暮
れ
時
や
夜
明
け
時
の
方

向
を
見
る
と
さ
れ
る
（
注
24)
。
そ
し
て
、
こ
の
斗
柄
術
に
基
づ
き
、

十
二
支
を
十
二
次
に
割
り
当
て
て
い
く
と
、
先
の
図
3
の
よ
う
に

十
二
支
と
十
二
次
の
順
番
が
逆
方
向
に
な
る
と
い
う
問
題
が
生
じ

る
（
注
25)
。
そ
こ
で
、
履
軒
は
、
先
に
述
べ
た
「
十
二
支
は
本
来
月

の
名
で
あ
り
、
方
向
に
当
て
は
め
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
考

え
に
基
づ
き
、
古
来
中
国
で
暦
の
基
準
と
さ
れ
て
き
た
冬
至
（
注
26)

に
子
を
当
て
、
以
下
、
十
二
次
と
十
二
支
の
方
向
が
同
じ
に
な
る

よ
う
に
当
て
は
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
合
理
化
の
作
業
だ
と
言

え
る
。
な
お
、
冬
至
（
子
）
に
大
梁
を
当
て
て
い
る
の
は
、
先
の

「
発
典
」
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
（
注
2
7
)
0

一
方
、
天
へ
の
十
二
支
の
配
置
を
否
定
す
る
た
め
に
、
履
軒
は

そ
の
根
拠
で
あ
る
斗
柄
術
を
、
後
世
（
漢
代
）
に
西
洋
か
ら
伝
わ

っ
た
蛮
法
だ
と
し
て
否
定
し
た
（
注
28)
。
履
軒
は
斗
建
は
古
書
に
は

見
え
な
い
言
う
（
注
29)
。
ま
た
、
斗
建
の
「
建
」
は
「
お
ざ
す
（
尾

指
す
）
」
と
訓
ま
れ
る
が
、
そ
の
訓
は
蛮
語
を
訳
し
た
も
の
な
の
だ

ろ
う
と
言
う
（
注
30)
。
だ
が
、
現
代
の
研
究
で
は
斗
柄
術
の
起
源
は

二
十
八
宿
や
十
二
次
よ
り
む
し
ろ
古
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
注
31)°

斗
柄
術
に
関
す
る
履
軒
の
判
断
は
否
定
に
急
な
余
り
の

勇
み
足
だ
と
言
え
よ
う
。

履
軒
は
、
古
代
は
、
簡
潔
で
合
理
的
な
制
度
で
あ
っ
た
と
い
う

基
本
認
識
に
立
ち
、
後
世
の
附
会
に
よ
る
制
度
を
廃
し
、
古
代
に

帰
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
（
注
3
2
)
0

十
二
支
が
十
二
次
と
対
応
し
た
も
の
で
、
方
位
と
は
無
関
係
だ
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と
い
う
履
軒
の
基
本
認
識
は
正
し
い
。
後
世
、
十
二
支
を
時
刻
、

方
位
な
ど
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
適
用
し
た
の
は
、
す
べ
て
の
も
の

に
五
行
を
当
て
は
め
た
の
と
同
じ
く
附
会
で
あ
る
（
注
33)
。
履
軒
が
、

十
二
支
の
起
源
を
天
体
運
行
に
基
づ
く
数
に
求
め
る
点
は
卓
見
と

言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
十
二
次
と
十
二
支
が
逆
方
向
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
補
正
し
て
い
る
の
は
合
理
的
だ
と
言
え
る
。
そ

し
て
、
『
書
経
』
「
発
典
」
な
ど
古
書
の
研
究
に
基
づ
く
歴
史
認
識

も
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
合
理
性
を
追
究
す
る
た
め
に
、
斗
建
を
否
定
す

る
の
は
歴
史
的
根
拠
に
欠
け
、
二
十
八
宿
の
発
生
に
つ
い
て
も
矛

盾
し
た
論
が
見
ら
れ
る
。
否
定
し
た
い
対
象
を
す
べ
て
漢
代
に
西

洋
か
ら
伝
わ
っ
た
説
だ
と
い
う
論
法
は
、
合
理
化
の
追
究
に
急
な

余
り
の
勇
み
足
だ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
履
軒
は
、

客
観
的
歴
史
研
究
者
と
い
う
よ
り
、
合
理
化
を
追
究
す
る
改
革
論

者
と
言
え
る
。

履
軒
は
、
「
方
位
辮
」
（
注
34)

で
は
十
二
支
の
方
位
配
置
、
十
二
時

法
を
す
べ
て
王
非
の
改
制
時
に
導
入
さ
れ
た
蛮
法
に
よ
る
も
の
と

し
て
否
定
し
て
い
る
（
注
35)°

否
定
す
る
対
象
を
す
べ
て
漢
代
に
西

洋
か
ら
流
入
し
た
も
の
と
す
る
論
法
は
、
時
刻
論
（
百
二
十
刻
）

か
ら
連
想
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
次
章
で
詳
し

＜
述
べ
た
い
。

第
三
章

履
軒
の
時
法

時
法
に
つ
い
て
は
、
履
軒
は
ま
と
ま
っ
た
論
文
は
書
い
て
な
い
。

た
だ
し
、
『
履
軒
数
聞
』
と
題
さ
れ
た
筆
記
の
中
に
四
葉
に
わ
た
っ

て
記
述
が
あ
る
。
以
下
、
そ
の
記
述
の
内
容
を
中
心
に
、
履
軒
の

時
法
を
述
べ
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
西
洋
時
法
(
-
日
二
十
四
時
間
）
が
導
入
さ

れ
る
前
は
、
中
国
や
日
本
で
は
、
時
間
に
十
二
支
を
割
り
当
て
て

い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は
十
二
支
を
時
刻
に
当
て
は
め
る

の
は
後
世
の
附
会
で
あ
り
、
古
代
は
一
日
十
時
で
あ
っ
た
と
言
う

（注
36)
。
そ
の
根
拠
に
履
軒
が
引
く
の
は
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
（
注
37)
や、

淵
刻
が
五
更
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
注
38)0

伝
統
的
時
法
で
は
、
十
二
支
と
同
時
に
百
刻
と
い
う
数
字
が
使

わ
れ
て
い
た
。
十
二
支
に
よ
る
時
刻
表
示
は
、
昼
夜
の
長
さ
の
変

化
に
よ
り
変
化
す
る
不
定
時
法
で
あ
り
、
一
方
、
漏
刻
（
水
時
計
）

に
よ
り
一
日
を
百
刻
に
分
け
る
百
刻
法
は
定
時
法
で
あ
る
。
日
本

の
江
戸
時
代
で
は
、
民
間
で
は
不
定
時
法
が
、
暦
学
家
は
定
時
法

を
使
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
（
注
3
9
)
0

つ
ま
り
、
履
軒
は
定
時
法
を
提
唱
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
不
定
時
法
よ
り
も
定
時
法
の
法
が
合
理
的
な
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
そ
し
て
、
十
二
時
と
百
刻
を
対
応
さ
せ
る
と
、
一
時
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が
八
刻
と
三
分
の
一
と
な
り
は
な
は
だ
半
端
で
あ
る
。
一
方
、
一

日
十
時
で
あ
れ
ば
、
一
時
が
十
刻
で
半
端
の
な
い
数
字
に
な
る
。

履
軒
が
追
求
し
た
の
は
こ
の
合
理
性
で
あ
る
（
注
40)°

履
軒
は
、
ニ

十
八
宿
と
十
二
次
に
お
い
て
発
見
し
た
不
合
理
を
、
時
法
に
お
け

る
十
二
と
百
に
も
見
出
し
、
そ
れ
を
正
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

履
軒
は
、
一
日
を
十
二
時
に
分
け
る
の
は
、
西
洋
か
ら
流
れ
込

ん
だ
蛮
法
だ
と
言
う
。
そ
れ
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
二
十
八
宿
に

つ
い
て
の
論
法
と
共
通
す
る
。
履
軒
の
推
測
は
以
下
の
よ
う
で
あ

る。
ま
ず
、
古
代
は
十
時
で
百
刻
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
前
漢
の
哀

帝
の
時
、
西
方
起
源
の
十
二
時
百
二
十
刻
を
採
用
し
た
。
新
の
王

呑
も
こ
の
十
二
時
法
を
採
用
し
た
。
後
、
百
二
十
刻
は
廃
し
て
百

刻
に
戻
し
た
の
に
、
十
二
時
法
だ
け
は
そ
の
ま
ま
使
っ
た
の
で
、

今
の
よ
う
な
不
合
理
が
生
ま
れ
た
の
だ
、
と
（
注
41)0

以
下
、
履
軒
の
推
測
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
ま
ず
、
哀
帝
と
王

葬
の
時
に
百
二
十
刻
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
『
漢
書
』
に
記
載
が

あ
る
（
た
だ
し
、
十
二
時
法
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

、

）

（

注

4
2
)
0

し

歴
史
上
、
評
判
の
良
く
な
い
哀
帝
や
王
非
が
百
二
十
刻
を
採
用

し
た
と
い
う
記
述
と
西
洋
が
十
二
時
法
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
と

は（注
43)
、
履
軒
が
十
二
時
法
は
「
後
世
に
蛮
法
を
輸
入
し
た
も
の
」

と
い
う
考
え
を
形
成
す
る
の
に
格
好
の
根
拠
と
な
っ
た
。

第
四
章

事
実
は
履
軒
の
言
う
よ
う
に
単
純
明
快
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
（
注
44)°

だ
が
、
漢
代
に
十
二
支
が
時
刻
に
当
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
は
現
在
の
定
説
に
合
う
（
注
45)
。
ま
た
、

時
法
と
刻
法
の
数
字
の
不
一
致
に
よ
る
不
合
理
性
に
つ
い
て
の
指

摘
は
的
確
な
も
の
だ
と
言
え
る
（
注
46)0

以
上
の
よ
う
に
、
時
法
に
つ
い
て
の
履
軒
の
論
は
、
十
二
時
法

と
百
刻
法
と
の
不
合
理
を
正
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
根
拠
は
、
十
二
時
法
が
漢
代
に
西
洋
か
ら
流
れ
込
ん
だ

蛮
法
だ
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
歴
史
認
識
は
、
二
十
八
宿

に
関
す
る
論
よ
り
も
根
拠
が
よ
り
確
実
で
あ
っ
た
（
注
47)
。
履
軒
が
、

十
二
支
の
方
位
へ
の
転
用
や
二
十
八
宿
、
斗
建
な
ど
自
分
が
否
定

し
た
い
も
の
は
す
べ
て
漢
代
に
西
洋
か
ら
流
れ
込
ん
だ
蛮
法
だ
と

い
う
の
は
、
思
う
に
こ
の
時
法
に
関
す
る
研
究
を
援
用
し
た
も
の

で
は
な
い
か
。

履
軒
は
簡
潔
で
合
理
的
な
制
度
を
理
想
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
理
想
的
な
制
度
が
古
代
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、

自
分
が
否
定
す
る
対
象
は
、
後
世
に
西
洋
の
影
響
を
受
け
て
成
立

し
た
も
の
だ
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
た
の
で
あ
る
（
注
4
8
)
0

『
華
晋
国
暦
』
の
表
す
も
の
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本
章
で
は
、
履
軒
の
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
履
軒
は
二
種
類
の
暦
を
残

あ
ら
ま
ほ
し

し
て
い
る
。
―
つ
は
、
『
有
間
星
』
所
収
の
『
華
宵
国
暦
書
』
で
あ

り
、
庚
子
の
年
(
-
七
八

0
年
）
の
暦
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
、

『
華
脊
国
新
暦
』
と
題
さ
れ
た
暦
で
あ
り
、
辛
酉
の
年
(
-
八
〇

一
年
）
の
暦
で
あ
る
。
と
も
に
、
懐
徳
堂
文
庫
復
刻
叢
書
『
華
宵

国
物
語
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

O
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

『
華
宵
国
新
暦
』
が
履
軒
の
暦
の
完
成
体
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
な
履
軒
の
思
想
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下
、
「
は
じ
め
に
」

で
述
べ
た
、
『
華
宵
国
新
暦
』
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
ま

あ
ら
ま
ほ
し

た
、
『
有
間
星
』
所
収
の
『
華
宵
国
暦
書
』
と
『
華
宵
国
新
暦
』
と

の
違
い
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

一
、
立
春
を
歳
旦
と
し
て
い
る
こ
と

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
履
軒
は
伝
統
的
考
え
に
従
っ
て
冬

至
を
暦
元
と
し
て
い
た
。
一
方
、
生
活
の
都
合
か
ら
立
春
を
歳
首

と
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
（
注
49)
。
以
下
、
履
軒
の

記
述
に
よ
り
確
認
し
た
い
。

中
国
で
は
、
三
正
論
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
『
史
記
』
「
暦
書
」

に
「
夏
正
以
正
月
、
殷
正
以
十
二
月
、
周
正
以
十
一
月
」
と
言
う

よ
う
に
、
夏
・
殷
・
周
各
王
朝
が
、
そ
れ
ぞ
れ
寅
．
丑
•
子
を
歳

首
と
し
た
こ
と
を
言
い
、
そ
れ
ぞ
れ
を
人
正
・
地
正
・
天
正
と
呼

び
、
ま
と
め
て
三
正
と
呼
ぶ
。

こ
れ
に
つ
い
て
履
軒
は
、
『
論
語
離
題
』
「
衛
霊
公
篇
」
「
行
夏

之
時
」
の
離
題
で
「
三
正
天
地
人
之
説
皆
後
人
之
附
会
。
集
注
不

当
采
入
（
三
正
天
地
人
の
説
は
す
べ
て
後
世
の
人
の
附
会
で
あ
る
。

集
注
は
採
用
す
べ
き
で
な
い
）
」
「
『
左
氏
』
称
「
夏
数
得
天
」
、
可

見
三
正
配
天
地
人
之
説
古
所
亡
（
『
春
秋
左
氏
伝
』
（
昭
公
一
七
年
）

に
「
夏
数
が
天
を
得
て
い
る
」
と
言
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
三
正

を
天
地
人
に
配
す
る
説
は
昔
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
）
」
と
言
う
よ

う
に
、
履
軒
は
そ
も
そ
も
人
正
・
地
正
・
天
正
と
い
う
、
意
味
を

付
与
し
た
呼
称
に
反
対
し
て
い
た
。
履
軒
に
言
わ
せ
れ
ば
、
子
（
冬

至
）
を
暦
元
と
す
る
こ
と
は
自
然
の
摂
理
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、

不
変
の
「
天
正
」
と
言
え
る
が
、
ど
こ
を
歳
首
と
す
る
か
は
、
人

の
都
合
で
ど
う
に
で
も
変
更
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
「
人

正
」
と
言
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
履
軒
は
、

悪
政
と
相
侯
ち
後
世
不
評
を
買
っ
て
い
る
秦
の
建
亥
（
亥
を
歳
首

に
す
る
こ
と
）
も
否
定
し
な
い
。
た
だ
、
そ
の
「
人
の
都
合
」
か

ら
す
る
と
、
立
春
を
歳
首
に
す
る
の
が
一
番
合
理
的
だ
と
い
う
の

が
履
軒
の
考
え
で
あ
る
（
注
5
0
)
0

以
上
の
よ
う
に
、
人
事
を
第
一
と
す
る
観
点
か
ら
履
軒
は
立
春

を
歳
首
と
す
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
人
事
を
自
然
と
切
り

離
し
、
人
事
に
関
わ
る
こ
と
は
人
間
の
都
合
で
決
め
れ
ば
よ
い
の
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二
、
月
陰
の
盈
戻
に
よ
る
大
小
十
二
箇
月
の
代
わ
り
に
、
一
歳
の

四
時
春
夏
秋
冬
に
、
各
々
孟
仲
季
の
三
字
を
冠
し
て
、
あ
た

か
も
従
来
の
十
二
節
月
を
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

こ
の
点
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
華
宵
国
新
暦
』
に
の
み
見

ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
『
華
宵
国
暦
書
』
と
『
華
音
国
新
暦
』
と
の

大
き
な
違
い
と
し
て
、
前
者
は
月
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者

は
月
が
な
く
、
春
夏
秋
冬
を
孟
仲
季
に
分
け
る
だ
け
と
い
う
点
が

あ
る
（
注
51)°

両
者
の
暦
の
違
い
は
、
履
軒
が
、
月
の
否
定
に
向
か

っ
た
思
想
の
変
化
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
注
5
2
)
0

履
軒
が
自
説
を
形
成
す
る
に
当
た
っ
て
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ

る
の
は
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
と
『
天
経
或
問
』
と
で
あ
る
。
『
天
経

或
問
』
で
は
簡
略
に
し
て
要
を
得
た
法
と
し
て
の
太
陽
暦
を
強
調

し
て
い
る
（
注
53)°

履
軒
の
暦
法
は
基
本
的
に
『
天
経
或
問
』
と
一

致
す
る
。
た
だ
、
履
軒
は
、
『
天
経
或
問
』
の
太
陽
暦
に
は
賛
成
し

つ
つ
も
、
そ
れ
を
著
者
荷
藝
が
自
分
の
発
明
の
よ
う
に
言
う
の
に

は
異
鏃
を
唱
え
て
い
る
（
注
54)°

太
陽
暦
は
古
聖
人
の
時
代
の
暦
だ

と
い
う
の
が
履
軒
の
認
識
だ
か
ら
で
あ
る
。

時
法
に
つ
い
て
は
、
『
華
宵
国
暦
書
』
で
は
十
時
法
が
採
ら
れ
（
『
華

自
国
暦
書
』
冒
頭
に
「
一
昼
夜
十
時
百
刻
」
と
あ
る
）
（
図
2
参
照
）
、

『
華
音
国
新
暦
』
で
は
「
十
時
」
の
記
述
が
消
え
、
百
刻
法
だ
け

だ
と
い
う
履
軒
の
考
え
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
、
シ
ン
プ
ル
な
古
法
を
復
活
し
よ

う
と
い
う
考
え
か
ら
百
刻
法
を
基
本
に
置
い
た
履
軒
が
、
や
が
て

十
時
分
割
も
否
定
す
る
に
至
っ
た
過
程
を
表
す
も
の
で
あ
ろ

う
つ
（
注

55)0

ま
た
、
『
天
経
或
問
』
地
巻
「
暦
法
」
で
は
、
「
大
の
月
」
と
「
小

の
月
」
の
決
め
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
華
宵
国
暦
書
』
の
大
の

月
（
一
、
四
、
六
、
八
、
十
一
）
、
小
の
月
（
二
、
三
、
五
、
七
、

+
、
十
二
）
は
基
本
的
に
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
『
華
音
国
新
暦
』
に
お
い
て
、
月
が
廃
さ
れ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。
履
軒
は
、
「
十
二
支
論
」
に
お
い
て
、
『
書
経
』
「
党
典
」
、

『
礼
記
』
「
月
令
篇
」
を
根
拠
に
、
月
は
も
と
も
と
は
数
字
で
は
な

く
十
二
支
で
表
し
て
い
た
と
い
う
認
識
を
述
べ
て
い
る
（
第
二
章
）
。

ま
た
、
『
左
伝
離
題
』
文
公
元
年
離
題
で
は
、
古
人
は
月
に
よ
ら
ず

に
二
十
四
節
気
で
時
を
表
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
（
注
56)°

『
華
音

国
暦
書
』
に
月
が
あ
り
『
華
宵
国
新
暦
』
に
は
な
い
こ
と
は
、
履

軒
が
「
月
の
数
字
の
否
定
」
を
経
て
「
月
そ
の
も
の
の
否
定
II
二

十
四
節
気
に
よ
る
暦
」
へ
と
進
ん
だ
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。元
来
、
二
十
四
節
気
は
太
陽
に
基
づ
く
も
の
で
、
気
候
と
一
致

し
、
陰
暦
の
欠
点
で
あ
る
季
節
と
の
ず
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
使

わ
れ
て
き
た
（
第
一
章
）
。
履
軒
は
合
理
性
を
追
究
し
た
結
果
、
ニ

十
四
節
気
を
中
心
に
暦
を
作
る
こ
と
に
行
き
着
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
そ
も
そ
も
、
十
二
箇
月
は
月
の
満
ち
欠
け
に
基
づ
く
太
陰

暦
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
純
粋
な
太
陽
暦
を
追
究
し
た
履
軒

が
十
二
箇
月
を
廃
し
た
の
は
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
っ
た
。

『
華
宵
国
暦
書
』
か
ら
『
華
宵
国
新
暦
』
へ
の
変
化
は
履
軒
の

合
理
性
の
追
究
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

三
、
妄
誕
の
類
で
あ
る
暦
注
を
一
切
去
り
最
も
適
切
な
雑
節
の
み

に
限
定
し
て
い
る
こ
と

『
華
音
国
暦
書
』
で
は
二
十
四
節
気
の
一
段
下
に
「
彼
岸
」
「
社

日
」
「
土
旺
」
（
四
回
）
「
八
十
八
夜
」
「
入
梅
」
「
半
夏
生
」
「
初
伏
」

「
土
用
」
「
中
伏
」
「
末
伏
」
「
二
百
十
日
」
の
雑
節
が
記
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
「
節
分
」
は
省
か
れ
て
い
る
。
履
軒
は
、
迷
信
を
排

す
る
立
場
か
ら
、
雑
節
に
は
基
本
的
に
否
定
的
で
あ
っ
た
が
、
一

概
に
否
定
せ
ず
季
節
を
表
す
の
に
適
し
て
い
る
も
の
は
残
し
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
『
華
背
国
新
暦
』
で
は
、
上
記
の
雑
節
の

中
、
「
社
日
」
「
土
用
」
（
四
回
）
と
が
さ
ら
に
削
ら
れ
て
お
り
、

履
軒
に
よ
る
厳
選
の
跡
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
履
軒
の
兄
竹
山
も
『
草
茅
危
言
』
（
一
七
八
九
年
序
）

「
暦
日
之
事
」
の
中
で
、
迷
信
的
内
容
を
排
し
シ
ン
プ
ル
（
浄
潔
）

に
す
る
べ
き
だ
と
説
い
て
い
た
（
「
は
じ
め
に
」
）
。
雑
節
の
排
除

は
、
迷
信
の
排
除
を
特
徴
と
す
る
懐
徳
堂
学
派
に
共
通
す
る
考
え

だ
と
言
え
よ
う
。

お

わ

り

に

な
お
、
中
之
島
図
書
館
所
蔵
大
槻
如
電
抄
『
華
宵
国
新
暦
』
の

識
語
で
、
如
電
は
履
軒
が
仏
教
の
節
日
で
あ
る
彼
岸
と
土
用
と
を

残
し
て
い
る
の
は
不
十
分
だ
と
し
て
非
難
し
て
い
る
。
履
軒
が
仏

教
に
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
そ
の
通
り
か
も
し
れ
な

い
が
、
人
事
に
益
が
あ
る
な
ら
仏
教
の
節
日
で
あ
っ
て
も
残
そ
う

と
す
る
点
は
現
実
主
義
の
反
映
で
あ
り
、
私
は
非
難
す
る
よ
り
む

し
ろ
評
価
す
る
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
注
釈
者
で
あ
っ
た
履
軒
は
、
経
書

研
究
で
得
た
知
識
を
も
と
に
、
合
理
的
な
制
度
を
追
究
し
て
い
る
。

そ
の
歴
史
研
究
は
お
お
む
ね
妥
当
な
も
の
で
あ
る
が
、
古
代
社
会

に
合
理
性
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
客
観
的
研
究
よ
り
も
合
理
性
の

追
究
が
ま
さ
っ
て
い
る
嫌
い
は
あ
る
。
『
華
音
国
暦
書
』
か
ら
『
華

詈
国
新
暦
』
へ
の
変
化
は
合
理
性
追
究
の
軌
跡
を
描
き
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
履
軒
は
迷
信
的
要
素
を
排
そ
う
と
し
た
が
、
一
概
に

雑
節
を
否
定
せ
ず
、
生
活
（
季
節
）
に
合
う
も
の
は
残
そ
う
と
し

た
。
履
軒
の
合
理
性
と
融
通
性
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

中
井
履
軒
は
自
然
は
人
事
と
無
関
係
だ
と
し
、
自
然
の
法
則
は

人
間
が
作
っ
た
数
字
で
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
自
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(
1
)

「
竹
山
の
浄
潔
暦
」
と
は
履
軒
の
兄
竹
山
が
幕
府
へ
献
上
し
た
経
世

書
『
草
茅
危
言
』
に
お
い
て
、
「
暦
は
迷
信
に
基
づ
く
雑
節
を
省
き
、

生
活
に
必
要
な
節
気
だ
け
を
残
し
た
『
浄
潔
暦
』
に
す
べ
き
だ
」
と

進
言
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

(
2
)
こ
れ
ら
の
資
料
は
拙
稿
「
中
井
履
軒
天
文
・
暦
法
・
時
法
関
係
資

料
」
（
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

0
0
六
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学

注

然
を
数
学
で
辻
棲
合
わ
せ
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
（
拙
稿
「
中
井

履
軒
の
宇
宙
観
ー
そ
の
天
文
関
係
図
を
読
む
」
参
照
）
。
一
方
、
人

事
に
関
し
て
は
、
利
便
性
を
追
求
し
、
で
き
る
だ
け
単
純
で
わ
か

り
や
す
い
数
字
を
求
め
た
。
本
稿
で
扱
っ
た
暦
法
と
時
法
と
は
そ

の
典
型
例
だ
と
言
え
る
。
『
華
脊
国
暦
書
』
の
収
め
ら
れ
て
い
る

あ
ら
ま
ほ
し

『
有
間
星
』
は
題
名
通
り
、
世
の
中
が
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
履
軒
の
願
望
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
巻
一
の
冒
頭
で
履

軒
は
「
月
は
い
つ
も
太
陽
と
入
れ
替
わ
り
に
出
て
ほ
し
い
。
日
出

日
没
は
一
年
中
、
夏
至
と
同
じ
の
よ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
（
そ
う

す
れ
ば
、
夜
は
寝
る
時
と
決
め
ら
れ
る
の
に
）
。
気
候
は
一
年
中
秋

の
よ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
57)°

こ
の
部
分
は

実
現
不
可
能
な
こ
と
を
わ
き
ま
え
た
上
で
の
妄
想
で
あ
る
が
、
履

軒
の
傾
向
（
理
想
）
を
よ
く
表
す
文
章
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

研
究
科
・
文
学
部
、
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
）
に
ま
と
め
て
い
る
。

(
3
)
拙
稿
「
中
井
履
軒
の
宇
宙
観
ー
そ
の
天
文
関
係
図
を
読
む
」
（
『
日

本
中
国
学
会
報
』
五
七
号
、
二

0
0
五
）
参
照
。

(
4
)
原
文
「
天
度
有
定
数
而
二
十
八
宿
広
狭
不
律
。
蓋
古
来
循
用
不
変

耳
、
元
非
精
選
。
勿
回
護
作
説
。
若
後
世
名
之
、
必
選
恰
好
之
数
。

周
天
已
分
十
二
宮
、
則
宜
立
十
二
舎
、
又
剖
之
為
二
十
四
舎
、
更
剖

之
為
四
十
八
舎
、
於
暦
算
登
不
便
乎
。
星
雖
有
大
小
亦
不
患
不
給
。

十
二
宮
名
『
春
秋
伝
』
既
見
之
。
然
猶
出
於
二
十
八
宿
之
後
也
。
故

不
能
相
合
耳
。
」
二
十
八
宿
に
つ
い
て
は
、
他
に
、
地
巻
「
度
分
広
狭
」

の
離
題
で
は
「
回
護
不
足
辮
」
と
言
い
、
『
史
記
離
題
』
下
「
律
書
」

＊
 

離
題
で
は
「
七
正
二
十
八
舎
以
下
妄
誕
大
甚
。
無
足
辮
、
今
不
論
」
（
＊

七
正
は
、
日
月
五
惑
星
）
と
言
う
。

(
5
)
そ
の
他
、
襄
公
三
十
年
伝
「
歳
在
降
婁
…
歳
在
諏
砦
之
口
」
、
昭
公

八
年
伝
「
歳
在
鶉
火
…
今
在
析
木
之
津
」
、
昭
公
九
年
「
歳
五
及
鶉
火
」
。

(
6
)
『
漢
書
』
「
律
暦
志
」
に
は
、
例
え
ば
、
「
星
紀
、
初
斗
十
二
度
」
な

ど
と
表
示
さ
れ
て
い
る
（
能
田
忠
亮
『
東
洋
天
文
学
史
論
叢
』
恒
星

社
、
一
九
四
三
、
四
五
五
頁
他
参
照
）
。
履
軒
が
離
題
を
付
け
た
『
天

経
或
問
』
地
巻
「
度
分
宮
舎
」
で
も
「
天
道
沖
漠
、
何
以
考
測
。
唯

以
二
十
八
宿
為
体
、
隷
其
度
干
二
十
八
宿
上
、
以
此
星
距
彼
星
算
也
。

用
以
紀
日
月
所
纏
而
已
」
と
あ
る
。

(
7
)
能
田
忠
亮
『
東
洋
天
文
学
史
論
叢
』
四
四
九
頁
、
飯
島
忠
夫
『
天

文
暦
法
と
陰
陽
五
行
説
』
一
八
八
頁
、
渡
辺
敏
夫
『
近
世
日
本
天
文
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学
史
』
（
恒
星
社
、

(
8
)能
田
忠
亮
『
東
~
四
三
四
頁
。
水
上
静
夫

の
漢
字
学
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
）
一
三
五
頁
。
た
だ
し
、
十

二
次
と
十
二
辰
と
を
区
別
す
る
論
者
も
い
る
（
飯
島
忠
夫
『
支
那
古

代
史
と
天
文
学
』
恒
星
社
、
一
九
三
九
、
第
一
書
房
、
一
九
八
二
、

六
一
頁
）
。

(
9
)
「
寿
星
」
「
大
火
」
「
析
木
」
「
星
紀
」
「
玄
相
」
の
名
が
見
え
る
。
そ

の
二
十
八
宿
と
の
対
応
は
、
履
軒
と
同
じ
で
あ
る
。

(10)
飯
島
忠
夫
は
、
「
星
紀
」
「
玄
相
」
な
ど
の
十
二
次
名
が
、
『
淮
南
子
』

『
史
記
』
「
天
官
書
」
に
見
え
ず
、
『
漢
書
』
「
律
暦
志
」
に
初
め
て
見

え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
漢
武
帝
以
後
の
時
代
に
創
造
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
言
う
（
『
天
文
暦
法
と
陰
陽
五
行
説
』
恒
星
社
、
一
九
三

九
、
二
八
七
頁
）
。

(11)
新
城
新
蔵
『
東
洋
天
文
学
史
研
究
』
（
弘
文
堂
、
一
九
二
八
、
臨
川

書
店
、
一
九
八
九
）
二

0
0頁
、
二
ニ
六
頁
、
六
五
三
頁
。
藪
内
清

『
中
国
の
天
文
暦
法
』
（
平
凡
社
、
一
九
六
九
）
四
六
頁
、
二
九
二
頁
。

(12)
藪
内
清
は
、
十
二
次
と
二
十
八
宿
は
ど
ち
ら
か
一
方
が
あ
れ
ば
十

分
だ
と
言
う
（
藪
内
清
『
中
国
の
天
文
歴
法
』
、
平
凡
社
、
一
九
六
九
、

四
九
頁
）
。
二
十
四
宿
に
す
る
た
め
に
、
二
十
八
宿
の
内
ど
の
星
座
を

除
く
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
『
天
経
或
問
』
図
巻
「
南
極
至
赤
道
匿
中

分
―
半
見
界
総
星
図
」
離
題
と
「
十
二
支
論
」
と
に
記
述
が
見
え
る
。

前
者
は
「
房
（
横
に
「
箕
」
）
女
背
鬼
四
宿
宜
除
去
。
…
或
削
箕
而
存

九
八
六
）
七
五

0
頁。

房
、
亦
可
」
と
言
う
が
、
後
者
は
「
今
据
周
天
二
十
八
宿
排
列
之
図
、

直
除
去
其
房
女
背
柳
四
宿
、
而
星
次
之
列
、
無
所
差
失
、
況
背
在
参

之
股
間
、
無
別
為
一
宿
之
理
、
先
儒
固
有
疑
之
者
云
」
と
言
う
。
「
鬼
」

と
「
柳
」
が
違
っ
て
い
る
が
、
要
は
、
星
座
間
の
問
隔
を
で
き
る
だ

け
同
じ
に
し
よ
う
と
い
う
処
置
で
あ
る
。

(13)
『
天
経
或
問
』
図
巻
「
南
極
至
赤
道
圏
中
分
―
半
見
界
総
星
図
」
離

題
で
も
「
旧
是
二
十
四
宿
以
応
二
十
四
節
也
」
と
あ
る
。

(14)
原
文
「
後
人
乃
益
以
其
四
、
列
為
二
十
八
宿
。
其
理
無
所
据
、
而

其
数
亦
不
得
焉
。
」

(15)
『
晋
書
』
「
天
文
志
」
に
見
え
る
。
荒
木
俊
馬
『
天
文
年
代
学
講
話

古
代
の
時
を
決
め
る
話
』
（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
五
一
）
一
五
二

頁
は
「
（
四
獣
は
）
戦
国
か
ら
漢
初
に
か
け
て
の
頃
」
か
ら
あ
る
と
言

う
。
能
田
忠
亮
『
東
洋
天
文
学
史
論
叢
』
四
五
一
頁
は
、
『
礼
記
』
「
月

令
篇
」
に
見
え
る
と
言
う
が
四
獣
そ
ろ
っ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、

履
軒
は
、
「
月
令
篇
」
は
「
是
一
篇
誕
妄
不
経
之
甚
者
、
勿
講
可
也
。

或
伝
「
月
令
」
「
明
堂
位
」
「
楽
記
」
三
篇
馬
融
所
増
」
と
し
て
全
面

否
定
し
て
い
る
（
『
礼
記
離
題
略
』
）
。
た
だ
し
、
四
神
が
先
に
あ
っ
て
、

こ
れ
を
後
世
（
西
周

S
春
秋
期
）
二
十
八
に
不
均
等
配
分
し
た
も
の

が
二
十
八
宿
だ
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
（
小
沢
賢
二
氏
の
ご
教
示
に

よ
る
）
。
古
は
素
朴
で
単
純
に
四
分
し
て
い
た
も
の
が
、
後
世
複
雑
化

し
た
と
考
え
る
方
が
合
理
的
か
も
し
れ
な
い
。

(16)
「
十
二
支
論
」
「
及
蒼
竜
朱
鳥
白
虎
玄
武
之
名
、
無
稽
大
甚
。
皆
秦
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漢
星
家
妄
児
、
五
行
郡
史
所
肇
云
。
」
そ
の
他
、
『
左
伝
離
題
』
倍
公

五
年
伝
「
龍
尾
伏
辰
」
離
題
、
桓
公
五
年
伝
「
龍
見
而
零
」
離
題
、

昭
公
三
十
一
年
「
日
月
在
辰
尾
」
離
題
、
『
書
経
離
題
』
「
発
典
」
「
日

中
星
鳥
」
離
題
。

(17)
原
文
「
若
夫
二
十
八
宿
、
蓋
西
夷
之
俗
法
突
、
非
和
夏
所
宜
言
。
」

「
或
云
、
西
学
無
二
十
八
宿
之
数
名
、
必
是
中
夏
星
家
之
妄
謬
。
」
ち

な
み
に
、
現
在
、
二
十
八
宿
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
中
国
起
源
説
、

印
度
起
源
説
、
バ
ビ
ロ
ン
起
源
説
な
ど
様
々
あ
る
（
橋
本
増
吉
『
支

那
古
代
暦
法
史
研
究
』
東
洋
文
庫
、
一
九
四
三
‘
―
二
三
頁
、
一
五

0
頁
、
夏
鼎
「
従
宣
化
遼
墓
的
星
図
論
二
十
八
宿
和
黄
道
十
二
宮
」

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
中
国
古
代
天
文
文
物
論
集
』
文

物
出
版
社
、
一
九
八
九
参
照
）
。

(18)

「
七
胞
論
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
井
履
軒
の
宇
宙
観
ー
そ
の
天

文
関
係
図
を
読
む
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(19)
原
文
「
蓋
鶉
首
以
下
、
是
十
二
分
。
周
天
之
定
界
癸
°
而
月
気
所

以
取
正
也
。
寅
卯
以
下
、
是
十
二
月
之
本
名
突
。
事
雖
相
関
、
而
名

各
有
所
主
、
此
可
相
属
、
而
不
可
相
沿
。
」
ち
な
み
に
、
十
二
支
の
起

源
に
つ
い
て
は
現
在
、
履
軒
の
よ
う
に
、
月
を
数
え
る
た
め
の
序
数

だ
と
い
う
以
外
に
、
木
星
の
居
所
に
名
付
け
た
と
い
う
説
、
一
年
の

十
二
箇
月
に
基
づ
く
と
い
う
説
が
あ
る
。
各
説
に
つ
い
て
は
、
山
口

隆
二
『
日
本
の
時
計
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
五

O
)
七
六
頁
、
吉
野

裕
子
『
十
二
支
』
（
人
文
書
院
、
一
九
九
四
）
二
九
六
頁
、
永
田
久
『
暦

え

と

と
占
い
の
科
学
』
（
新
潮
社
、
一
九
八
二
）
一
七
七
頁
、
水
上
静
夫
『
干
支

の
漢
字
学
』
一
三

0
頁
を
参
照
の
こ
と
。

(20)

原
文
「
十
干
以
算
日
、
十
二
支
以
等
月
、
両
者
不
相
消
、
是
上
古

之
定
制
突
。
中
古
以
十
干
易
終
、
而
生
惑
也
。
配
干
以
支
、
用
等
日
、

以
干
支
等
年
、
干
支
猥
多
、
而
称
呼
失
便
、
於
是
等
十
二
月
、
唯
用

三
四
之
数
、
而
失
其
本
名
突
。
是
借
人
宅
、
而
喪
其
居
也
。
」
こ
れ
は
、

『
五
行
大
義
』
に
「
察
畠
『
月
令
章
句
』
云
「
…
作
甲
乙
以
名
日
、

謂
之
幹
。
作
子
丑
以
名
月
、
謂
之
支
。
」
」
と
あ
る
の
に
通
じ
る
。
新

城
新
蔵
、
飯
島
忠
夫
も
履
軒
と
同
様
の
考
え
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

橋
本
増
吉
は
古
代
に
お
い
て
十
二
支
も
日
を
記
す
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
と
指
摘
す
る
（
橋
本
増
吉
『
支
那
古
代
暦
法
史
研
究
』
五
頁
）
。

(21)
原
文
「
古
人
考
時
以
星
、
功
作
之
役
、
種
藝
之
業
、
且
然
。
況
定

月
気
、
何
借
外
物
、
「
発
典
」
「
月
令
」
可
徴
。
」

(22)
原
文
「
日
鶉
首
、
応
寅
月
突
、
其
星
井
鬼
。
日
鶉
火
、
応
卯
月
突
、

其
星
星
張
。
日
鶉
尾
、
応
辰
月
突
、
其
星
翼
診
。
是
為
三
春
。
日
寿
、

応
巳
月
突
、
其
星
角
充
。
日
大
火
、
応
午
月
突
、
其
星
氏
心
。
日
析

木
、
応
未
月
突
（
マ
マ
：
恐
ら
く
「
其
星
尾
箕
」
を
脱
す
）
。
是
為
三

夏
。
日
星
紀
、
応
申
月
突
、
其
星
斗
牛
。
日
玄
相
、
応
酉
月
突
、
其

星
虚
危
。
日
諏
砦
、
応
戌
月
突
、
其
星
室
璧
。
是
為
三
秋
。
日
降
婁
、

応
亥
月
突
、
其
星
奎
婁
。
日
大
梁
、
応
子
月
突
、
其
星
胃
昴
。
日
実

沈
、
応
丑
月
突
、
其
星
畢
参
。
是
為
三
冬
。
」

(23)
飯
島
忠
夫
『
天
文
暦
法
と
陰
陽
五
行
説
』
一
九
八
頁
。
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(24)
伊
藤
東
涯
『
制
度
通
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
四
）
五
五
頁
。
新
城

新
蔵
『
東
洋
天
文
学
史
研
究
』
一
九
七
頁
。
飯
島
忠
夫
『
支
那
古
代

史
と
天
文
学
』
二
三
頁
、
一
八
七
頁
。

(25)
飯
島
忠
夫
『
天
文
暦
法
と
陰
陽
五
行
説
』
（
恒
星
社
、
一
九
三
九
）

一
五
六
頁
、
荒
木
俊
馬
『
天
文
年
代
学
講
話
古
代
の
時
を
決
め
る

話
』
―
二
九
頁
。

(26)
冬
至
が
基
準
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
天
経
或
問
』
地
巻
「
暦

法
」
本
文
「
古
今
定
暦
必
以
冬
至
之
日
時
為
暦
元
。
…
」
『
春
秋
左
氏

伝
』
昭
公
二
十
年
本
文
「
二
十
年
春
王
二
月
己
丑
日
南
至
」
に
対
す

る
『
離
題
略
』
「
・
・
・
冬
至
為
一
歳
之
原
、
最
難
遷
移
者
。
…
」
、
そ
の

え

と

他
、
水
上
静
夫
『
干
支
の
漢
字
学
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
）
一

三
八
頁
、
藪
内
清
『
中
国
の
天
文
暦
法
』
二
八
九
頁
、
能
田
忠
亮
『
東

洋
天
文
学
史
論
叢
』
四
四
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。

(27)
「
発
典
」
に
「
日
短
星
昴
、
以
正
仲
冬
（
日
は
短
く
星
は
昴
に
し
て
、

以
て
仲
冬
を
正
す
）
」
と
あ
り
、
二
十
八
宿
の
昴
は
十
二
次
の
大
梁
に

当
た
る
。

(28)
原
文
で
「
近
古
倣
蛮
術
」
と
言
う
が
、
前
漢
末
期
を
指
す
ら
し
い

（
『
周
易
逢
原
』
所
収
「
方
位
辮
」
に
は
「
西
漢
之
季
、
始
入
千
華
夏
」

と
い
う
言
葉
が
見
え
る
）
。
そ
の
他
、
『
論
語
逢
原
』
衛
盪
公
篇
「
子

日
、
行
夏
之
時
」
『
離
題
』
に
は
「
古
法
、
剖
周
天
為
十
二
辰
、
歳
星

所
次
、
以
名
其
月
也
。
若
夫
斗
柄
指
十
二
辰
、
是
蛮
法
。
漢
之
中
葉
、

始
入
子
中
国
、
三
代
所
無
云
」
と
言
う
。

(29)
原
文
「
抑
斗
建
、
古
人
所
不
言
。
」
「
且
歳
差
盈
縮
、
斗
建
今
皆
不

応
焉
、
舎
之
可
也
。
暦
家
尚
守
其
説
而
弗
廃
、
将
安
用
之
、
文
具
無

益
、
莫
大
焉
。
若
夫
求
鼠
牛
虎
免
之
形
、
非
斗
建
弗
得
焉
。
然
吾
邦

与
華
夏
、
断
々
無
所
用
之
。
」

(30)
原
文
「
其
訓
建
作
指
、
不
知
何
謂
。
登
訳
蛮
語
者
、
守
株
循
柾
、

成
是
謬
邪
。
」

(31)
新
城
新
蔵
『
東
洋
天
文
学
史
研
究
』
一
九
八
頁
。
橋
本
増
吉
『
支

那
古
代
歴
法
史
研
究
』
四
八
八
頁
。
新
城
新
蔵
『
こ
よ
み
と
天
文
』
（
弘

文
堂
、
一
九
二
八
）
三
五
頁
に
も
、
古
代
、
北
斗
七
星
が
時
計
の
代

わ
り
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
小
沢
賢
二
氏
の
ご

教
示
に
よ
る
）
。

(32)

こ
の
よ
う
な
思
想
は
履
軒
の
古
典
解
釈
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
。
古

代
の
韻
は
後
世
考
え
て
い
る
よ
り
も
単
純
で
あ
っ
た
と
し
て
『
履
軒

古
韻
』
『
諧
韻
瑚
瑳
』
を
著
し
て
い
る
の
も
そ
の
一
例
と
言
え
る
。

(33)
飯
島
忠
夫
『
支
那
古
代
史
と
天
文
学
』
二
三
頁
参
照
。
ち
な
み
に
、

同
書
に
よ
れ
ば
、
十
干
十
二
支
は
『
白
虎
通
』
に
初
め
て
見
え
る
（
同

書
六

0
頁）。

(34)
『
幽
人
先
生
反
古
録
』
以
外
に
『
周
易
逢
原
』
に
も
見
え
る
。
『
周

易
逢
原
』
所
収
の
も
の
は
、
十
二
支
の
謂
わ
れ
と
斗
柄
術
の
否
定
に

つ
い
て
の
記
述
が
余
分
に
あ
る
。
『
反
古
録
』
に
は
以
上
の
記
述
が
な

く
、
方
位
を
八
方
以
外
に
八
卦
や
十
二
支
に
分
け
る
こ
と
の
否
定
に

内
容
が
絞
ら
れ
て
お
り
、
『
周
易
逢
原
』
の
「
方
位
辮
」
を
整
理
し
た
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も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

(35)
原
文
「
若
夫
画
十
二
物
紀
方
位
、
及
以
定
時
刻
、
是
西
夷
之
法
。

西
漢
之
季
、
始
入
干
華
夏
。
故
王
非
之
改
制
、
多
循
夷
法
。
於
是
乎

定
方
位
以
十
二
支
、
分
昼
夜
為
十
二
時
百
二
十
刻
、
皆
前
代
所
無
。
」

履
軒
は
、
十
二
支
に
動
物
を
当
て
は
め
る
の
は
蛮
法
で
あ
る
と
言
う

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
現
在
で
も
諸
説
あ
る
。
中
国
の
文
献
で
は
、

後
漢
の
『
論
衡
』
「
物
勢
篇
」
に
初
め
て
見
え
る
た
め
、
清
の
趙
翼
は

西
方
起
源
を
唱
え
（
『
該
餘
叢
考
』
巻
三
四
「
十
二
相
属
起
於
後
漢
」
）
、

え

と

近
代
の
郭
沫
若
も
西
域
説
を
唱
え
る
（
水
上
静
夫
『
干
支
の
漢
字
学
』

―
四
四
頁
参
照
）
。
一
方
、
日
本
で
は
、
新
城
新
蔵
が
中
国
起
源
説
が

唱
え
る
の
に
対
し
、
橋
本
増
吉
は
、
十
二
支
名
は
最
初
か
ら
十
二
支

獣
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
（
橋
本
増
吉
『
支
那
古
代
暦
法
史

研
究
』
「
十
二
支
の
由
来
」
参
照
）
。

(36)

原
文
「
古
者
分
昼
夜
為
十
時
。
周
以
前
無
十
二
時
也
。
淵
之
五
更

可
以
見
已
。
」
「
一
日
分
十
二
時
、
非
三
代
之
制
、
実
起
干
西
洋
法
。

蓋
漢
時
伝
入
、
而
循
用
日
久
、
元
顕
慣
看
之
、
輛
以
牽
合
於
古
文
。

可
謂
妄
作
突
。
其
丑
為
鶏
嗚
、
寅
為
平
旦
、
尤
悸
理
、
而
後
儒
沿
襲
、

至
今
不
廃
何
也
。
」

(37)
原
文
「
『
左
伝
』
昭
公
五
年
『
日
之
数
十
、
故
有
十
時
、
亦
当
十
位
。

自
王
已
下
、
其
二
為
公
、
其
三
為
卿
。
日
上
其
中
、
食
日
為
二
、
旦

日
為
三
。
』
」

(38)
履
軒
は
、
「
『
隋
志
』
云
古
説
淵
刻
夜
減
五
刻
以
益
昼
。
昼
有
朝
、

有
晶
、
有
中
、
有
哺
、
有
夕
。
夜
有
甲
乙
丙
丁
戊
。
」
と
言
う
（
『
隋

志
』
は
『
隋
書
』
「
天
文
志
」
「
漏
刻
」
）
。

(39)
山
口
隆
二
『
日
本
の
時
計
』
八
二
頁
、
八
七
頁
。
ち
な
み
に
、
淵

刻
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
橋
本
万
平
は
、
『
隋
書
』
「
天
文
志
」
に
見

え
る
黄
帝
起
源
説
は
伝
説
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
橋
本
増
吉
の
漢
武
帝

説
（
前
―
四

O
)
、
飯
島
忠
夫
の
斉
景
公
説
（
前
五
三
四

S
五
四
七
）

を
紹
介
す
る
。
一
方
、
日
本
で
は
『
令
義
解
』
（
八
三
三
年
）
に
見
え

る
が
、
そ
の
後
廃
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
（
橋
本
万
平
『
日
本
の
時
刻

制
度
』
塙
書
房
、
一
九
八
八
）
。

(40)
『
履
軒
数
聞
』
原
文
「
古
人
決
不
設
奇
零
難
算
之
数
突
。
」

(41)

原
文
「
漢
哀
帝
ノ
時
、
淵
刻
ヲ
百
二
十
二
改
ム
。
此
令
尋
罷
タ
レ

ド
モ
此
時
モ
十
二
時
ヲ
用
タ
ル
ベ
シ
。
十
二
時
肇
於
何
代
未
詳
。
按

「
王
葬
伝
」
更
淵
刻
為
百
二
十
刻
。
十
二
時
蓋
起
於
此
時
也
。
漢
以

下
廃
其
百
二
十
刻
而
沿
用
其
十
二
時
、
実
偶
然
之
失
云
。
」
「
西
洋
二

モ
十
二
時
ニ
ワ
カ
ツ
ナ
リ
。
然
バ
王
非
以
前
二
外
国
ヨ
リ
来
タ
ル
法

ナ
ル
ベ
シ
。
」
「
歴
法
用
十
二
時
王
非
以
後
無
改
也
。
但
改
其
百
二
十

刻
而
已
。
」

(42)
『
漢
書
』
「
哀
帝
紀
」
「
以
建
平
二
年
為
太
初
元
年
、
号
日
陳
聖
劉
太

平
皇
帝
。
淵
刻
以
百
二
十
為
度
。
（
師
古
日
、
旧
淵
昼
夜
共
百
刻
‘
・
今

増
其
二
十
。
此
本
斉
人
甘
忠
可
所
造
。
今
賀
良
等
重
言
、
遂
施
行
之
。

事
見
李
尋
伝
。
）
…
賀
良
等
建
言
改
元
易
号
、
増
益
淵
刻
、
可
以
永
安

国
家
。
」
『
漢
書
』
「
王
葬
伝
」
「
以
居
摂
三
年
為
初
始
元
年
、
淵
刻
以
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百
二
十
為
度
、
用
応
天
命
。
」

(43)
古
代
、
エ
ジ
プ
ト
と
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
は
、
昼
と
夜
と
は
各
々
十
二

等
分
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
山
口
隆
二
『
時
計
』
岩
波
新
書
、
一
九

五
六
、
四
四
頁
、
四
九
頁
）
。

(44)
斉
藤
国
治
は
、
古
代
は
『
淮
南
子
』
「
天
文
訓
」
の
十
五
時
法
や
秦

簡
「
日
書
」
に
見
え
る
十
六
時
法
な
ど
、
様
々
な
時
間
区
分
が
あ
っ

た
と
言
う
（
『
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
古
代
の
時
刻
制
度
古
天
文
学

に
よ
る
検
証
』
雄
山
閣
、
一
九
九
五
、

V
l
I
|
1
)
。

(45)
古
く
は
、
清
の
趙
翼
が
十
二
時
は
漢
代
に
始
ま
っ
た
と
い
う
説
を

唱
え
て
い
る
（
『
陵
餘
叢
考
』
巻
三
四
「
一
日
十
二
時
始
於
漢
」
）
。
現

代
で
は
、
水
上
静
夫
、
橋
本
敬
造
と
も
に
、
漢
代
説
を
採
る
（
水
上

え

と

静
夫
『
干
支
の
漢
字
学
』
ニ
ニ
四
頁
、
橋
本
敬
造
『
中
国
占
星
術
の

世
界
』
東
方
書
店
、
一
九
九
三
、
一
七
一
頁
）
。

(46)
斉
藤
国
治
『
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
古
代
の
時
刻
制
度
ー
古
天
文

学
に
よ
る
検
証
』
三
二
三
頁
。
履
軒
は
「
清
ノ
時
憲
暦
ハ
昼
夜
ヲ
九

十
六
刻
ト
シ
一
刻
ヲ
十
五
分
ニ
ワ
カ
ッ
°
是
西
洋
法
ナ
リ
」
と
言
う

（
『
履
軒
数
聞
』
）
。
こ
の
認
識
も
正
し
い
（
橋
本
敬
造
『
中
国
占
星
術

の
世
界
』
一
七
一
頁
）
。

(47)
た
だ
し
、
十
二
時
法
も
古
い
起
源
を
持
つ
と
考
え
る
説
も
あ
る
（
飯

島
忠
夫
『
支
那
古
代
史
と
天
文
学
』
一
九
一
頁
）
。

(48)
古
暦
は
簡
単
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
当
時
の
一
般
認
識
で
は
な
い
。

懐
徳
堂
文
庫
に
は
履
軒
抄
の
伊
藤
東
涯
『
制
度
通
』
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、
同
書
「
暦
法
の
事
」
で
は
、
発
舜
の
時
の
暦
に
つ
い
て
、
「
推

歩
の
法
は
な
は
だ
精
詳
な
る
」
と
言
う
（
『
制
度
通
』
上
、
岩
波
文
庫
、

一
九
四
四
、
七
一
頁
）
。

(49)
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
お
け
る
暦
元
、
歳
首
を
巡
る
謡
論
に
つ
い
て
は
、

能
田
忠
亮
『
東
洋
天
文
学
史
論
叢
』
三
四
九
頁
以
下
「
改
月
説
と
非

改
月
説
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(50)
『
天
経
或
問
』
地
巻
「
暦
法
」
離
題
「
暦
法
以
建
子
為
暦
元
固
当
。

夫
正
朔
人
之
所
定
、
子
丑
寅
皆
可
也
。
亥
亦
無
不
可
。
但
人
事
以
建

寅
為
便
耳
。
即
人
事
有
便
、
建
卯
建
辰
、
亦
皆
無
不
可
。
後
儒
疾
秦

政
之
不
仁
、
併
罵
其
建
亥
為
悸
天
道
、
亦
已
甚
。
所
謂
憎
僧
而
及
袈

裟
者
然
。
建
亥
不
便
於
人
事
、
則
不
是
如
此
而
已
。
何
悸
天
之
有
。
」

な
お
、
暦
元
、
歳
首
に
関
す
る
鏃
論
は
『
論
語
』
「
為
政
篇
」
「
殷
因

於
夏
礼
…
」
「
衛
霊
公
篇
」
「
行
夏
之
時
」
の
『
離
題
』
『
離
題
略
』
『
逢

原
』
に
詳
し
い
。

(51)
そ
の
他
、
『
華
晋
国
暦
書
』
で
は
、
月
が
項
目
立
て
ら
れ
全
面
に
出

て
い
る
が
、
『
華
宵
国
新
暦
』
で
は
、
月
と
そ
れ
に
基
づ
く
日
は
、
最

下
段
に
朱
書
き
（
そ
の
他
、
孟
春
な
ど
が
欄
外
上
に
朱
書
き
）
さ
れ

て
い
る
。
朱
書
き
の
部
分
は
、
現
行
暦
で
ど
こ
に
当
た
る
か
を
示
す

注
で
あ
り
、
『
華
宵
国
新
暦
』
本
文
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

（52
）
ち
な
み
に
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
『
懐
徳
堂
先
哲
反
古
帖
』
（
小
型
の
方
）

の
中
に
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
暦
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
月
に

分
け
て
い
る
。
履
軒
が
、
月
を
廃
し
た
の
は
こ
れ
以
後
だ
と
考
え
ら
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れ
よ
う
。
ち
な
み
に
、
本
居
宣
長
『
新
暦
考
』
（
天
明
二
年
、
一
七
八

二
）
に
も
、
太
古
は
月
の
名
は
な
く
、
春
夏
秋
冬
の
初
め
、
半
ば
、

末
と
呼
ん
だ
と
あ
る
。
履
軒
は
あ
る
い
は
宣
長
の
影
響
を
受
け
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
今
後
の
調
査
を
期
し
た
い
。
ま
た
、
『
新
暦

考
』
は
、
斗
建
が
季
節
を
示
し
た
こ
と
を
述
べ
る
点
で
も
履
軒
説
に

等
し
い
。

(53)
『
天
経
或
問
』
地
巻
「
年
月
」
「
若
以
太
陽
為
暦
、
則
以
節
気
為
主
、

朔
望
分
紀
干
節
気
之
中
、
則
不
須
紛
紛
言
暦
突
。
」
『
天
経
或
問
』
地

巻
「
暦
法
」
「
以
天
為
定
盤
、
以
黄
道
為
定
圏
、
以
十
二
宮
為
定
節
気
、

…
以
冬
至
為
歳
首
、
以
日
到
宮
紀
日
、
以
月
到
宮
紀
月
、
…
如
此
則

閏
月
、
節
気
無
月
首
月
尾
而
節
定
。
…
歳
々
是
此
日
立
春
、
歳
々
是

此
日
立
秋
、
而
天
定
。
歳
々
是
此
日
興
農
、
歳
々
是
此
日
講
武
、
而

人
事
定
。
歳
々
是
此
日
数
無
増
無
減
而
日
定
。
…
天
道
合
、
人
事
斉
、

是
為
天
暦
。
是
為
万
世
画
一
之
暦
也
。
後
数
百
年
、
必
起
而
従
之
者
。
」

(54)
『
天
経
或
問
』
地
巻
「
暦
法
」
『
離
題
』
「
所
謂
天
暦
即
前
章
大
陽
暦

之
法
突
。
西
夷
中
国
嘗
行
之
者
。
方
掲
諸
人
以
為
己
功
、
何
也
。
」

＊
宋
の
沈
括
の
も
の
が
有
名
で
あ
る
（
『
夢
渓
筆
談
』
（
補
筆
談
）
巻

二
「
象
数
」
。
）
二
十
四
節
気
を
基
本
に
す
る
点
、
閏
を
設
け
な
い
と

い
う
点
は
履
軒
と
一
致
す
る
。
履
軒
が
『
夢
渓
筆
談
』
を
見
た
形
跡

は
な
い
が
、
両
者
の
一
致
は
注
目
に
値
す
る
。

(55)
『
天
経
或
問
』
「
黄
赤
道
」
「
列
三
百
六
十
度
、
分
十
二
辰
、
界
九
十

六
刻
。
」
離
題
に
は
「
不
算
刻
之
餘
分
、
亦
非
也
。
亦
是
蛮
法
、
難
従
。

若
厭
奇
零
之
煩
瑣
、
元
来
不
如
用
百
二
十
刻
之
法
。
是
秦
漢
以
上
之

旧
法
突
。
」
と
あ
る
。
履
軒
は
、
百
二
十
刻
法
を
経
て
、
百
刻
法
へ
と

移
っ
た
か
。

(56)
本
文
「
先
王
之
正
時
也
、
履
端
於
始
、
挙
正
於
中
、
帰
餘
於
終
。
」

離
題
「
古
人
挙
事
、
皆
不
据
月
、
必
以
分
至
啓
閉
水
火
出
入
。
」

（

向

）

（

合

）

(57)
原
文
「
世
に
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
と
は
、
月
は
日
の
む
か
ひ
あ

（

入

）

（

出

）

（

隠

）

は
せ
に
つ
き
て
、
い
つ
も
い
つ
も
、
日
い
れ
ば
月
い
で
、
月
か
く

（

現

）

（

様

）

（

五

月

）

（

短

）

（

檬

）

る
れ
ば
、
日
あ
ら
は
る
る
や
う
に
な
ん
、
さ
つ
き
の
み
ぢ
か
夜
の
や
う

（暑）

に
、
い
つ
も
あ
ら
ま
ほ
し
。
…
寒
さ
あ
っ
さ
な
く
、
い
つ
も
秋
の
半

（様）

の
や
う
に
あ
ら
ま
ほ
し
。
」

〔
附
記
1
〕

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
小
沢
賢
二
先
生
の
ご
教
示
を
仰
い
だ
。
こ

こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

〔
附
記
2
〕

本
稿
は
、
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
•
基
盤
研
究
c

「
中
井

履
軒
の
科
学
思
想
ー
そ
の
暦
学
・
時
法
・
解
剖
学
」
〔
研
究
代
表
者
・
湯
城

吉
信
〕
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(59) 


